
〒

計画提出書

月2021

NF3

t-CO2

t-CO2

1920

様式１

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

事業の概要

原油換算した

燃料・熱・電気の合計量

279 人

46829

環 境 保 全 行 動

㎡
事
業
の
規
模

非エネルギー起源CO2

t-CO2

年

自 動 車 使 用 管 理

7 日5

SF6

住　所

自動車使用台数3

HFC

t-CO2

N2O

t-CO2

氏　名

条例第２３条（自動車使用管理計画） 　第１項　　第２項

条例第１３条（環境保全行動計画）
提出根拠

t-CO2

 　第１項　　第３項

PFC

t-CO2

事業所

（宛先）札幌市長

81 学校教育

kl

（代表者名）

策定しましたので、次のとおり提出します。

環 境 保 全 行 動

国立大学法人北海道教育大学
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使用床面積
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002-8501
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自動車使用管理

計画期間 日2021 4 年 31 日～

認証登録の有無及びその種類

2024 月



年 月 日～ 年 月 日

別添
環境保全行動計画書

自動車使用管理計画書
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%
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１　基本的な方針

事業活動に伴う二酸
化炭素排出量の削減

本学の基本理念に基づき，全ての教職員及び学生等の協力のもとに，以下の活動を積極的に推進し
ます。①本学の特長を活かした環境教育と研究の実践を進め，研究成果の普及により，地域環境及
び地球環境の改善に努める。②学生による自主的な環境活動を推奨し，多様な環境プログラムが実
施されるキャンパスを目指す。③省資源，省エネルギー，廃棄物の減量化及び化学物質の適正管理
などにより，環境負荷の少ない快適なキャンパスの実現を目指す。④本学に適用される環境関連の
法令及び本学が決めた事項を守る。
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